
テーマ Jクレジットの取組について

日　　時 令和7年8月8日（金）　１４：３０～１５：００頃

場　　所 特別会議室

講　　師 株式会社paramita

参 加 者

市長
地域活力創生部長
脱炭素まちづくり推進課長
農林課長、農林係長
企画政策課企画官
オブザーバー：市政顧問（オンライン参加）

主な内容

・株式会社paramitaが実施している「Local coop」という企業や関係人口を巻
き込んだ森林関連の取組事例に関するヒアリング（企業の参画は特に重要）。
・企業にとっては、主に欧州系の投資家からの評価上昇につながることもある。
・電車事業は電気を使用しているので、エネルギーのことはエネルギーで解決する
ようにという流れになると思うので、アプローチするならまちづくりの観点などがい
いのではないか。
・Jクレジットに取り組むにあたっては、「カーボンクレジット」だけとして扱わないほ
うがいい。生物多様性なども絡めて取り組んでいく。
・山林（フィールド）があれば、できることは必ずある。強いビジョンを作れば、地域
に縁もゆかりもないような企業が乗っかってくることもある。

＜オブザーバーからの助言＞
・「Local coop」のような取組は、生駒市に親和性がある。環境の側面も大切だ
が、市民が新しい自治の仕組みに取り組むベースとしてデザインすることを下地に
しながら、どこから始めるかを考えると良い。
・生駒市の林野所有の分布がどうなっているのか、まず現状を明確にすること。
・ストーリー性のある生駒山での取組は、大規模所有者との合意形成等は相当の
時間を要すると思われる。獣害被害が多い地域などでもう少し小さく始める可能
性もある。

Jクレジット勉強会概要


